
 

 

 

 

 

 

 

■第五商業高校 全日制課程「第３３回全国商業高等学校スピーチコンテスト」 

平成２９年１月８日（日）財団法人全国商業高等学校協会（全商会館）にて、全商杯スピーチコンテスト

の全国大会がありました。本校からは英語同好会２年生の坂本朱音さんが出場し、見事ベスト１２に選出さ

れました。全国大会では、午前中に４７都道府県代表の４７人による予選があり、午後はその予選から選ば

れた上位１２人が決勝のスピーチをしました。どの県の生徒も代表に選ばれるだけあり、スピーチの内容、

発音、ふるまい等、どれをとっても素晴らしいものでした。スピーチの内容も多岐にわたり、大変興味深い

ものがたくさんありました。 

坂本さんは東京都予選（平成２８年１０月１５日）スピーチの部で 

優勝した後は、１１月の保護者会や学校説明会で、コンテストで得た 

経験や全国大会への練習のことを話したり、実際にスピーチを披露し 

たりしました。レシテーションの部で東京都第２位となった藤澤君と 

ともに、１００人超の人前で数回にわたり、スピーチを行いました。 

 坂本さんは東京都予選で既に、声のトーンや感情表現、スピーチの 

速さ、目線、どれもよくできていましたが、更にこの経験で、人前で 

スピーチすることに慣れることができました。 

しかし、全国大会まで、坂本さんの苦労は続きました。何度も繰り 

返しスピーチすることで、上手に聞こえるものの、どこか感情が入っ 

ていないような、しっくりこないスピーチになってしまったのです。 

どう練習すれば感情が入った良いスピーチになるのか、本当に言い 

たいことをスピーチに乗せられるのか、坂本さんと教員で何度も話し合いました。東京都大会と、現在のス

ピーチのビデオを見比べ、もう一度意味の確認を行いました。 

こういった練習を重ねて、全国でベスト１２に入ったことは坂本さんにとっても、一緒に練習を重ねてき

た私たち教員にとっても、大変嬉しいことでした。 

全国大会には英語同好会のメンバーも駆けつけ、同級生は坂本さんの緊 

張をほぐし、下級生は先輩に続けるよう、場の雰囲気を楽しみつつもスピ 

ーチに耳を傾けていました。 

以下、坂本さんのコメントです。「今回初めて全国大会という大きな舞台 

に立たせて頂き、とても貴重な経験になりました。定期考査や資格の勉強 

との両立が大変でしたが、時間を見つけて練習を重ね、良い結果を残すこ 

とができてとてもうれしく思います。大会当日応援に来てくれた友人、た 

くさんご指導いただいた先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。本当に 

ありがとうございました。」 

佐藤校長のコメント「坂本さんは、英語同好会とボランティア部をかけ 

もちながら、日々商業科目の勉強も熱心に取り組んでいます。例えば１１ 

月の日商簿記検定試験２級も見事に合格しました。今回は、夏休みに参加 

した東京都教育委員会主催の東北での防災キャンプで得た経験をテーマに 

スピーチをしました。英語のスピーチ力もさるものながら、伝える力を兼 

ね備えた立派な内容でした。」 
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